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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
指などの静電物でパネルをタッチすることにより入力を行う入力装置において、
前記入力装置は、
　前記パネルに設けたスイッチ位置を明示するマークと前記パネルを挟んで貼付した互い
に絶縁された複数の電極グループとを備えた電極入力手段と、
　前記マークへの静電物の近接による静電容量の変化量を検出する静電スイッチ手段と、
　前記電極グループごとの静電容量の変化量の差が所定値以下であればタッチがあったと
判定し、前記変化量の差が所定値より上であればタッチが無かったものと判定する判定手
段と、
を備えてなる入力装置。
【請求項２】
前記電極入力手段の電極グループとして、一つの前記マークに対して、少なくとも、重力
方向に対して略垂直方向にのみ配置された電極グループと、略水平方向にのみ配置された
電極グループとを有してなる請求項１記載の入力装置。
【請求項３】
前記電極入力手段の電極グループとして、少なくとも一つの前記マークの重心位置に対し
て、略同心円に配置した電極グループと、前記略同心円に配置した電極グループの外周部
に配置した電極グループとを有してなる請求項１記載の入力装置。
【請求項４】
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前記判定手段は、前記電極グループの静電容量の変化量の差を検出し、前記差の最大値、
最小値もしくは分散値が所定の閾値を越える場合に前記マークの部分を清掃する処理を促
す報知を行う請求項１記載の入力装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、デザイン性が高く、且つ防水性の高い密閉構造が可能な静電スイッチを用い
た入力装置を、電磁調理器や給湯器リモコンとして台所などに設置した場合でも洗剤など
異物の付着を検知して、より確実にスイッチの操作ができるようにするものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来の抵抗膜式のタッチパネルは、ガラス表面及び、これに対向して空隙をおいて設け
たフィルムの其々に透明電極を蒸着し、操作者がフィルムの表面を指などで押すことによ
り、透明電極同士が接触したことを検知するスイッチ構造を採っていた。
【０００３】
　しかし、このような抵抗膜式のタッチパネルでは、透明電極同士が物理的に直接接触す
るため、摩擦などの経時変化で透明電極の変形や接触抵抗値の変化を招き、これが原因と
なって入力検知漏れなどが発生する懸念があった。
【０００４】
　このため近年では、抵抗膜式のタッチパネルのような可動部を持たず、操作者が触れる
ガラスやアクリルなどのパネルの内側に電極を貼り付け、指などでタッチすることによる
電極部分の等価的な静電容量の変化を検出する静電容量変化型のタッチパネルが提案され
てきている（例えば、特許文献１）。
【０００５】
　こういったメカニカルな部品を持たないタッチパネルの構成は、製品表面をフラット化
してデザイン性や防水性構造を実現しやすいといった設計性の観点での流れにもマッチし
ている。
【０００６】
　特許文献１では、タッチパネル部は、ＰＥＴフィルムにＩＴＯ膜により信号パターンと
ＧＮＤパターンを印刷した複数の透明シート電極よりなり、制御部には周波数が可変可能
な発振回路と、波形の幅が計測できるインプットキャプチャ機能が内蔵されたＣＰＵが設
けられ、複数の透明シート電極のいずれかに操作者が触れた時の静電容量の変化を制御部
で判断し、スイッチ機能と前記複数設けられている透明シートのうちどの透明シートが押
圧されたかを判断するようになっている。
【特許文献１】特開２００４－２１３１１４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかし、静電容量を変化させる方式では、原理上、押圧する圧力が必要ない分、電極上
部のパネル表面に洗剤や水などの異物が付着してしまうだけで、その付着具合によっては
指で触ったと同じく誘電容量が変化してしまい、スイッチがタッチされたと判別される場
合がある。
【０００８】
　特に、油や洗剤、食材カスなどの発生が伴う環境下にある調理器具や給湯器のリモコン
などのキッチン・バス・サニタリー関連の製品では、こうした油や食材カス、洗剤などの
液体物が飛散したり、操作者の手を介して異物が付着してしまうケースを完全に無くす事
は避けがたい環境であり、これら異物の付着による入力判定ミスを低減することが課題で
あった。
【０００９】
　本発明は上記従来の課題を解決するもので、スイッチ部分に付着した洗剤などの異物が
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付着する際と、指で触る際の静電容量の変化範囲やパターンなどの特徴を鑑み、１つのス
イッチに対して複数の電極からなる電極グループを適切に配置する方法により、異物と指
でタッチした場合の各電極グループの静電容量の相互変化差を判定して異物の付着を検出
し、誤入力のない安定した入力装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　そこで、前記従来の課題を解決するために、本発明の入力装置は、指などの静電物でパ
ネルをタッチすることにより入力を行う入力装置において、前記入力装置は前記パネルに
設けたスイッチ位置を明示するマークと前記パネルを挟んで貼付した互いに絶縁された複
数の電極グループを備えた電極入力手段と、前記マークへの前記静電物の近接による静電
容量の変化量を検出する静電スイッチ手段と、前記電極グループごとの静電容量の変化量
の差を検出してタッチの有無を判定する判定手段とを備えるようにしている。
【００１１】
　通常ユーザはスイッチ部分のマークをめがけてタッチを行うため、マーク位置が指の略
中心となるようにタッチすれば、各電極グループの電極への指の重なり面積が電極グルー
プ毎に略均等になるよう電極を配置する。この配置により、指でタッチした際には、各電
極グループ毎の静電容量の変化も同等になるが、一方異物はランダムに付着すると考えら
れるため、各電極グループの電極への重なり部分も不均等となり、各電極グループ毎の静
電容量の変化もばらつくことになる。
【００１２】
　従って、このようにスイッチ部分のマーク位置に対して適切に電極を配置することによ
り、指や異物など静電容量の変化を起こす接触物が有った際に、各電極グループ間の静電
容量の変化の差を検出することで、異物か指によるタッチかを判別できうるものである。
【発明の効果】
【００１３】
　このように、各スイッチに対し、複数の電極グループを配置することで、各電極グルー
プの静電容量の変化パターンの差を判定することで、指でタッチした場合と異物が付着し
た場合を判別でき、異物の付着などの要因による誤入力を極力低減できる入力装置を提供
することが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　第１の発明は、指などの静電物でパネルをタッチすることにより入力を行う入力装置に
おいて、前記入力装置は前記パネルに設けたスイッチ位置を明示するマークと前記パネル
を挟んで貼付した互いに絶縁された複数の電極グループを備えた電極入力手段と、前記マ
ークへの前記静電物の近接による静電容量の変化量を検出する静電スイッチ手段と、前記
電極グループごとの静電容量の変化量の差を検出してタッチの有無を判定する判定手段と
を備えるものである。
【００１５】
　このことにより、例えば、電極グループを対称な配置とすることで、略円形状の接触形
状でタッチされる特徴のある指によるタッチの際と、長楕円などランダムな形状で付着す
るケースの多い異物の付着の際には、各電極グループの静電容量の変化に差が出ることを
検出するといった方法で異物の付着を検出し、異物の付着による誤入力を防止することが
できる。
【００１６】
　第２の発明は、特に第１の発明において、電極入力手段の電極グループとして、一つの
前記マークに対して、少なくとも、重力方向に対して略垂直方向にのみ配置された電極グ
ループと、略水平方向にのみ配置された電極グループを有してなるようにしている。
【００１７】
　このことにより、洗剤などの液状の異物が多いと考えられる環境において、重力による
異物の落下などの現象を活かして、両電極グループ間の静電容量の変化の差を増大でき、
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さらに正確な異物の検出が可能となるものである。
【００１８】
　第３の発明は、特に第１の発明において、電極入力手段の電極グループとして、少なく
とも一つのマークの重心位置に対して、略同心円に配置した電極グループと、前記略同心
円に配置した電極グループの外周部に配置した電極グループとを有してなるようにしてい
る。
【００１９】
　このことにより、指でタッチした際には、中心位置に対して略同心円に配置した電極グ
ループの静電容量の変化が他方に比べて大きくなるのに比べ、長楕円状に付着したり重力
で変形する異物の場合には両電極グループの変化が小さくなって両電極グループ間の静電
容量の変化の差を増大でき、さらに正確な異物の検出が可能となるものである。
【００２０】
　第４の発明は、特に第１の発明において、判定手段は、電極グループの静電容量の変化
量の差を検出し、差の最大値、最小値もしくは分散値が所定の閾値を越える場合にマーク
の部分を清掃する処理を促す報知を行う構成としている。このことにより、操作者は誤入
力の原因が認識できると共に、清掃により異物の付着による誤入力を解消して、より確実
で快適に入力が可能となるものである。
【００２１】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を用いて一実施形態について詳細に説明する
。なお、この実施の形態によって本発明が限定されるものではない。
【００２２】
　（実施の形態１）
　図１は、本実施の形態における入力装置を備えた製品の一例である概観を示し、図１（
ｂ）にこの製品の図１（ａ）の一点鎖線Ｓ－Ｓ’での略断面図を入力装置に関わる部分を
主体として示したブロック図を関連させて図示したものである。
【００２３】
　図１に示す製品１１は、液晶表示装置１６とアクリルパネル５により概観表面を構成し
、アクリルパネル５上には本発明の実施の形態における入力装置に入力を行う際に操作者
が指１０でタッチするべき個所を明示したスイッチ位置マーク１３、１４、１５を構成し
、各スイッチ位置マーク１３～１５のアクリルパネル５の内部側には、電極６、７、８を
配設する。
【００２４】
　ここでアクリルパネル５は、ガラスなど他の材質のもので代用しても構わない。
【００２５】
　製品１１のアクリルパネル５上のスイッチ位置マーク１３、１４、１５は、静電スイッ
チ手段９が構成する３つのスイッチを有効に動作させるのにタッチすべき範囲を操作者に
明示するための刻印であり、アクリルパネル５上に描画したり、表面を加工して凹凸を付
けるなどの方法で形成する。
【００２６】
　図１に示す本実施の形態での入力装置は、静電スイッチ手段９および、制御手段１、判
定手段１２から構成する。
【００２７】
　静電スイッチ手段９は、点線で囲んだ切替回路部４、発振回路部２、周波数・電圧変換
回路部３、電極６～８の各部により構成する。本実施の形態では、一例として電極６、７
、８により独立して入力が可能な３つのスイッチを構成した場合を示しており、電極の数
は増減しても構わない。
【００２８】
　図１の制御手段１は、入力装置の全体の制御を行ない、マイコン及びその周辺回路で構
成する。この制御手段１は、製品１１の全体を制御する制御手段と共通なマイコン上に実
装しても構わない。
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【００２９】
　切替回路部４は、制御手段１からの信号により、発振回路部２と電極６、７、８の接続
を時分割で切り替えるスキャン回路である。
【００３０】
　発振回路部２は、電極６、７、８とアクリルパネル５部分に生じる静電容量に応じた発
振周波数での発振信号を発生する回路であり、一般に知られているＲＣ発振回路を用いて
構成する。
【００３１】
　周波数・電圧変換回路部３は発振回路部２での発振周波数に応じた電圧信号を発生して
制御手段１に入力する回路であり、本実施の形態では発振周波数が高いほど低い電圧を、
発振周波数が低いほど高い電圧を発生するように構成し、周波数と変換後の電圧の関係が
略反比例関係が成立するように構成する。
【００３２】
　判定手段１２は、周波数・電圧変換回路部３から制御手段１に入力される電圧値を予め
記憶した閾値電圧値Ｖｔｈと比較し、比較結果によりタッチの有無を判定する。本実施の
形態では、判定手段１２は、制御手段１の一部として同一マイコン上に判定プログラムを
実装する。
【００３３】
　各電極およびアクリルパネル５に生じる等価的な静電容量は、指１０でタッチすること
により上昇する。これは電気的に導体と見なすことができる人体を通して電荷が誘発され
るためであり、指１０でタッチすることで発振回路部２の発振周波数が下がり、周波数・
電圧変換回路部３の出力電圧は上昇するものである。
【００３４】
　図２は、本発明の実施の形態における周波数・電圧変換部から制御手段に入力される電
圧信号の変化の一例を示すグラフである。
【００３５】
　図２のグラフ線１７は、本実施の形態における入力装置において、指１０がスイッチ位
置マーク１５の位置にタッチした際に、スイッチ位置マーク１５のアクリルパネル５の内
側位置にある電極８からの信号が切替回路部４により発振回路部２、周波数・電圧変換回
路部３を通して制御手段１へ出力される電圧信号Ｖの変化の一例を示すグラフ線である。
【００３６】
　実際には、切替回路部４は電極６～８と発振回路部２との接続を時分割で切り替えるた
め、出力される電圧信号Ｖは離散的な値となるが、図２では説明の便宜上これを補間した
連続的な値として実線で示してある。
【００３７】
　図２の縦軸は、周波数・電圧変換部２から制御手段１に入力される電圧信号Ｖであり、
横軸はある時点からの経過時間Ｔを示す。電極８における等価的な静電容量Ｃとすると、
静電容量Ｃは、Ｃ＝ε＊Ｓ／ｄの等価式で表現できる。この式において、εはアクリル板
の誘電率、ｄはアクリル板の厚み、Ｓは指１０などの導電体がアクリルパネル５と接触す
る面積である。
【００３８】
　図２では、時刻Ｔ０にスイッチ位置マークにタッチし始め、時刻Ｔ２で指を離した場合
の変化を示したものである。グラフ線１７は指１０がタッチしていない際に示す電圧値で
あるＶ＝Ｖｆｒｅｅから指がタッチしている間の時刻Ｔ０からＴ２の間は上昇し、時刻Ｔ
２で指を離すことで再び下降して、Ｖ＝Ｖｆｒｅｅの戻ることを示している。
【００３９】
　制御手段１内の判定手段１２には、予め電極８の大きさやアクリルパネルの厚みや材質
、指でタッチした際の操作感といったパラメータを元に決定した閾値電圧Ｖｔｈを記憶し
、判定手段１２で、この閾値電圧Ｖｔｈと入力される電圧信号Ｖを比較し、電圧信号Ｖが
閾値電圧Ｖｔｈを上回り、Ｖ＞＝Ｖｔｈの条件を満たす場合に、スイッチがタッチされた
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と判定することで、入力装置として機能するものである。
【００４０】
　ところが、このような入力装置では、原理上、水や洗剤といった導電性を有した異物が
スイッチ位置マーク上に付着した場合も、同様に周波数・電圧変換回路部３からの出力電
圧が上昇するため、指でタッチされたと誤まって判定する誤入力が発生するケースが考え
られる。
【００４１】
　このため、本実施の形態では、１つのスイッチ位置マークに対応する電極を複数の電気
的に独立した電極群（以下、電極グループ）に分割して構成し、指でタッチした場合と異
物が付着した場合とでの接触形状などの特徴差による電圧信号の発生パターン差を検出す
ることで、指によるタッチか異物の付着かを判別し、異物の付着による誤入力を極力低減
することを目的とする。
【００４２】
　以下、具体例を説明する。
【００４３】
　図３および図４に、電極８を２つの電極グループＡ，Ｂに分けた場合の電極の配置例と
、両電極グループを切替回路部４により発振回路部２に時分割切替で接続した際の周波数
・電圧変換回路部３からの電圧信号Ｖ（Ａ）、Ｖ（Ｂ）の時間変化の一例を示す。
【００４４】
　この場合も、図２と同様に電圧信号Ｖ（Ａ）、Ｖ（Ｂ）は実際には離散的な値であるが
、連続的な値として図示している。
【００４５】
　図３は、電極８を略水平に配置した電極グループＡ（破線囲みで図示した電極）と、略
垂直に配置した電極グループＢ（斜線囲みで図示した電極）により構成した場合の一例を
示す。
【００４６】
　図３中には図示しないが、同一の電極グループに属する電極は、すべて互いに並列に短
絡して切替回路部４に接続する。すなわち同一の電極グループに属する電極の等価的な静
電容量の総和値が切替回路部４を介して発振回路部２に接続される構成となり、指でタッ
チした際の静電容量の変化分も、同一の電極グループに属する電極の合算値として検出さ
れる。
【００４７】
　図４は、本発明の実施の形態における電極グループに指がタッチした場合と、異物が付
着した場合の電極グループごとの出力電圧の時間変化の一例を示すグラフ図である。
【００４８】
　図４（ａ）のグラフ図は操作者が指でタッチした場合の電極グループＡ，および電極グ
ループＢの両グループの電圧信号の時間変化を重ね合わせて示したグラフ図の一例である
。下段図４（ｂ）のグラフ図は異物が電極グループＡ、およびＢの対応するスイッチ位置
マーク部に付着した場合の電圧信号の時間変化を重ね合わせて示したものである。
【００４９】
　電圧信号の変化は、電極部の等価式Ｃ＝ε＊Ｓ／ｄに示すとおり、導電性の物質である
指または異物が各電極の対向個所に接触している面積に関して、電極グループごとの総面
積に比例する。
【００５０】
　そこで、一例として図３のようにスイッチ位置マークの略中心位置に対して放射状に均
等に電極を配置しておけば、操作者はスイッチ位置マーカの中心部分をタッチするため、
指の接触個所は図３の点線２４で囲むように中心位置に対称に略円形を成すと考えられる
。
【００５１】
　従って電極グループＡ，Ｂの指との接触する総面積は略同一となる。結果的に、電極グ
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ループＡ，Ｂからの電圧信号の変化は、図４の電圧信号Ｖ（Ａ）、Ｖ（Ｂ）に示すように
略同一の変化を示し、両電圧信号の差は小さくなる。
【００５２】
　ところが、異物などが付着する際には飛び散りによりランダムに付着することが考えら
れる上、製品１１が壁掛けタイプのような場合には、重力により異物が垂れて移動するな
どの現象が合わせて発生するため、スイッチ位置マーカの中心に対して略対称とはならず
、図３の破線２５に例示するように各電極グループに関して偏って接触する。このため、
電極グループＡ，Ｂの接触総面積は略同一にはならない。
【００５３】
　例えば図３の破線２５に示すように異物が付着した場合には、図４（ｂ）に示すように
、接触総面積（各電極の対向箇所に接触している面積、すなわち図３で破線２５の内側と
斜線で示す電極グループＢの重なり部分）の大きい一方の電極グループＢの電圧信号Ｖ（
Ｂ）は、接触総面積（すなわち図３で破線２５の内側と破線で示す電極グループＡの重な
り部分）の小さい他方の電極グループＡの電圧信号Ｖ（Ａ）に比べて大きく変化する。
【００５４】
　これは、すなわち静電容量Ｃは、Ｃ＝ε＊Ｓ／ｄの等価式で表現できるため、アクリル
パネル５の厚みに相当するｄ、および同一の異物であるため誘電率εが不変であるとする
と、静電容量の変化分△Ｃ（すなわち電圧信号の変化△Ｖに反比例）は、異物と各電極グ
ループの重なり総面積に比例するためである。
【００５５】
　従って、こうした各電極グループごとに電圧信号の差を鑑み、本実施の形態では判定手
段１２において、電圧信号Ｖ（Ａ）、Ｖ（Ｂ）を閾値電圧Ｖｔｈと比較するとともに、両
電極グループの電圧信号の差の絶対値△Ｖ＝ＡＢＳ（Ｖ（Ａ）－Ｖ（Ｂ））を電圧信号差
の電圧信号差判定閾値Ｖｄｉｆｆと比較し、電圧信号の差が電圧信号差判定閾値Ｖｄｉｆ
ｆを超えて大きければ、電圧信号の上昇が異物によるものと判定し、入力操作のキャンセ
ル処理を行う。
【００５６】
　例えば、図４（ａ）の時刻Ｔ１’において、２点鎖線で挟む電圧信号差△Ｖは、１点鎖
線で囲む電圧信号差判定閾値Ｖｄｉｆｆと比較して、△Ｖ≦Ｖｄｉｆｆの関係を満たし指
のタッチであると判断する。また図４（ｂ）の時刻Ｔ１’においては、△Ｖ＞Ｖｄｉｆｆ
であるため、異物であると判断する。
【００５７】
　なお、本実施の形態では、各電極グループに対し、指または洗剤などの模擬的な異物に
より、各電極グループの接触総面積が同等の場合は同等の電圧信号の変化が生じるよう周
波数・電圧変換回路部３でゲイン調整を行っておくものであり、これに基づいて予め電圧
信号差判定閾値Ｖｄｉｆｆを決定し、判定手段１２に記憶しておくものである。
【００５８】
　更に、判定手段１２において異物判定を行った場合には、引き続いてアクリルパネル５
の掃除を促す報知処理を行っても有効なものである。
【００５９】
　更に、指先に付いていた異物が、スイッチ位置マーク上にタッチした際にアクリルパネ
ル５に付着して滞留したり、その後非常にゆっくりと重力に従ってアクリルパネル５表面
を落下するようなケースまで考えれば、一定時間以上に渡って閾値電圧Ｖｔｈを上回って
接触したままの場合には入力操作のキャンセル処理を行うアルゴリズムや、時間経過と共
に電圧信号差判定閾値Ｖｄｉｆｆを適応的に小さくしていくといったアルゴリズムと組み
合わせても有効なものである。
【００６０】
　以上をまとめて、制御手段１でタッチを判定する動作を、本発明の実施例における電極
群の出力電圧の差から指のタッチと異物の付着を判別する場合の入力装置の動作の一例を
図５のフロー図を用いて説明する。
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【００６１】
　まず、処理が開始されると（Ｓ３１）、制御手段１は切替回路部４により電極グループ
Ａと発振回路部２に接続を切替え（Ｓ３２）、発振回路部２から周波数・電圧変換回路部
３により出力された電圧信号Ｖ（Ａ）を入力して記憶する（Ｓ３３）。
【００６２】
　次に、制御手段１は切替回路部４により電極グループＢに接続を切替え（Ｓ３４）、発
振回路部２から周波数電圧変換回路部３により出力された電圧信号を入力して記憶する（
Ｓ３５）。
【００６３】
　次に、判定手段１２は電圧信号Ｖ（Ａ）とＶ（Ｂ）の電圧信号差△Ｖ＝ＡＢＳ（Ｖ（Ａ
）－Ｖ（Ｂ））を所定の電圧信号差判定閾値Ｖｄｉｆｆと比較し（Ｓ３６）、電圧信号差
が判定閾値Ｖｄｉｆｆを超えていれば、アクリルパネル５清掃モードを起動し（Ｓ４０）
、電圧信号差が解消されれば再びステップＳ３１に戻る。
【００６４】
　ここで、スイッチ清掃処理は、３０秒といった一定時間の間、ユーザにアクリルパネル
５の拭き掃除を促すと共に、この拭き掃除のために静電スイッチ部分に触れることにより
意図せぬ動作を行わないようスイッチ受付処理を停止するものであり、具体例としては異
物が見えやすいように液晶表示装置１６を黒く表示したり、清掃処理対象となる電極グル
ープ部分を色を変えて表示したり、“△△色の部分を布巾で拭いて下さい”といったメッ
セージを表示したり、スイッチ清掃処理の終了までの時間をカウントダウン表示などすれ
ば更に有効なものである。
【００６５】
　ステップＳ３６で電圧信号差が判定閾値Ｖｄｉｆｆより小さければ、電圧信号Ｖ（Ａ）
をタッチ判定閾値Ｖｔｈと比較する（Ｓ３７）。
【００６６】
　もし、判定閾値Ｖｔｈを越えている場合には、有効なスイッチ入力が有ったと判定して
、スイッチ受付処理を行う（Ｓ３８）。
【００６７】
　判定閾値Ｖｔｈを下回れば、ステップＳ３１に戻って継続する。実際には、次回のステ
ップＳ３２での電極グループＡの接続までの間に、制御手段１により時分割処理として他
のスイッチ位置マーク部分の電極グループの判定も順次行われる。
【００６８】
　最後に、電極グループの配置としては図６のような配置でもよい。例えば、スイッチ位
置マークの中心に対して略円形の電極グループＡ２６（斜線囲みで図示した電極）と、そ
れを囲む略同心円状の電極グループＢ２７（破線背景で図示した電極）を配置してもよい
。
【００６９】
　操作者が触った場合には、指の接触部分は電極グループＡ２６内に収まることが考えら
れ、電極グループＡからの電圧信号Ｖ（Ａ）は上昇する一方、電極グループＢ１７の電圧
信号Ｖ（Ｂ）は上昇しないと考えられる。
【００７０】
　ところが、異物がランダムに付着した場合は、電極グループＡ２６内に旨く収まる確率
は低く、電極グループＢ２７にも跨って付着する確率が高いと考えられ、従って指による
タッチでは変化しない筈の電圧信号Ｖ（Ｂ）が所定の閾値を超えて上昇する場合は入力処
理をキャンセルするといったアルゴリズムを用いることも可能である。
【００７１】
　なお、本実施の形態では、２つの電極グループを比較する例を説明したが、３つ以上の
電極グループを用いても構わないものである。この場合には、それぞれの各グループの中
での電圧信号の変化が最大になる電極グループと最小の電極グループの電圧信号差△Ｖを
閾値と比較する方法や、平均値からの分散や標準偏差値を閾値と比較するといった判断方
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【００７２】
　また、本実施の形態では、静電容量の変化をＲＣ発振回路で発振させ、周波数・電圧変
換回路により電圧値として制御手段に入力する方法を示したが、例えば、周波数・電圧変
換回路を用いずに制御手段で直接ＡＤ入力する回路構成や、周波数信号が直流値に対して
電圧ゼロクロスする回数をカウントして制御手段に入力する回路構成など、他の周波数検
出回路構成でももちろん構わない。
【産業上の利用可能性】
【００７３】
　以上のように、本発明にかかる入力装置によれば、異物の付着による静電スイッチのタ
ッチの誤判定を低減できるため、キッチン・サニタリー関連の製品に採用する場合におい
ても、より確実に動作する入力装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００７４】
【図１】本発明の実施の形態における入力装置を備えた製品の一例を示す概観図とブロッ
ク図
【図２】本発明の実施の形態における周波数・電圧変換部から制御手段に入力される電圧
信号の変化の一例を示す図
【図３】本発明の実施の形態における電極群の配置の一例を示す図
【図４】本発明の実施の形態における電極群に指がタッチした場合と異物が付着した場合
の電極群ごとの出力電圧の時間変化の一例を示す図
【図５】本発明の実施例における電極群の出力電圧の差から指のタッチと異物の付着を判
別する場合の入力装置の動作の一例を示すフロー図
【図６】本発明の実施の形態における電極群の配置の別の一例を示す図
【符号の説明】
【００７５】
　１　制御手段
　２　周波数・電圧変換回路部（静電スイッチ手段）
　３　発振回路部（静電スイッチ手段）
　４　切替回路部（静電スイッチ手段）
　５　アクリルパネル（電極入力手段）
　６、７、８　電極グループ(電極入力手段)
　９　静電スイッチ手段
　１０　指（静電物）
　１２　判定手段
　１３、１４、１５　マーク（電極入力手段）
　２２　略垂直方向に配置した電極グループＢ
　２３　略水平方向に配置した電極グループＡ
　２６　略円形の電極グループＡ（略同心円に配置した電極グループ）
　２７　略同心円状の電極グループＢ（略同心円に配置した電極グループの外周部に配置
した電極グループ）



(10) JP 5045023 B2 2012.10.10

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】 【図５】



(11) JP 5045023 B2 2012.10.10

【図６】



(12) JP 5045023 B2 2012.10.10

10

フロントページの続き

(56)参考文献  特開平６－１６２８８８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００３－２０２３８３（ＪＰ，Ａ）　　　
              国際公開第２００６／０１７９８８（ＷＯ，Ａ１）　　
              特表２００８－５１０３９６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平５－２９１９２５（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｈ０３Ｋ　１７
              Ｈ０１Ｈ　３６


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

